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出演者プロフィール（ご本人確認済）	 

 
 
【コーディネーター】 
片木	 淳（かたぎ	 じゅん） 
早稲田大学政治経済学術院教授 
1971年東京大学法学部卒。同年、自治省入省。鹿児島県財政課長、ジェトロ・デュッセル
ドルフセンター、高知県総務部長、北海道総務部長、大阪府総務部長、自治省選挙部長、

総務省消防庁次長等を歴任。2003年早稲田大学大学院公共経営研究科教授。組織改正によ
り 2012 年から現職。『日独比較研究 市町村合併―平成の大合併はなぜ進展したか』（早稲
田大学出版部）、『自治体経営学入門』（共著、一藝社）をはじめ著書多数。 
 
【パネリスト】 
岡崎	 昌之（おかざき	 まさゆき） 
法政大学名誉教授 
1970年早稲田大学第一政治経済学部卒。同年、（財）日本地域開発センターに入り、企画調
査部長、月刊『地域開発』編集長等を歴任。94年福井県立大学教授。2001年法政大学現代
福祉学部教授。06～07 年学部長。15 年から現職。『地域は消えない―コミュニティ再生の
現場から』（日本経済評論社）、『都市・地域経営』（共著、放送大学）、『地域づくり読本』（共

著、ぎょうせい）をはじめ著書多数。 
 
田村	 秀（たむら	 しげる） 
新潟大学法学部教授 
1986年東京大学工学部卒。同年、自治省入省。香川県企画調整課長、三重県財政課長、自
治省公務員部給与課課長補佐、同大臣官房国際室課長補佐、自治大学校教授等を歴任。2001
年新潟大学法学部助教授。07 年から現職。13～15 年学部長。博士（学術）。『自治体崩壊』
（イースト・プレス）、『「ご当地もの」と日本人』（祥伝社）、『暴走する地方自治』（筑摩書

房）をはじめ著書多数。 


